








あなたはこな 
T やこんこんあら 

れやこんこん . 。雪の降る W を 

曾の降る街を . 。私たちが鬵に 

かけてきた想いは数しれない，锫し 
い芩’悲しい •宵。だが、 1樣にいぇ 
ることは他の孚節にはない「別の齟」 

をみせて くれること だ。^化粧をし 

た•美しい「もう一つの*:川」をご 

氤いただこう"きれいでしょう 
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令流泉寺 


砂川- a 戸時代^明、照於 
柘6民は«£地を切り間き、関.^ 
東特有の冬の強 SL が砂瞋をま1 
きあける中 aa 炎入ドで • \ 
熟々と切〇株を^り*- h を怒加 
しみ* nfl « の辛 K を£ねまし1 
た-砂/ II の®史のどのひとこ？ 
まも•この苦労なしには01れ 
ません" 

武«肝台地は水が乏しく、 

* l j 時の eE にとつては软み水 
すら-滴が成承でした *Ma 
も®舟も知らずに.生を杵る 
お T1 性がはとんどで•入浴の 
かわリに*芝行小•といぅもの 
があつたといわれています。 
つまり水か使ぇないため 

に•刈り取「た 
荜の葉で身：±を 
こすつて垢を落 
としたのです9 
また，「堀りか 

ねの并54!っ 

ても堪つても堪 
リかねる片 ln 
水の出かねる井 
戸の茈> と旰は 
れる并戸が A 葳 
ff 台地のそここ 
こにありま L た * , Tk 
五日 rlv 街 ia 沿 
いに V まいまい 
ずの井戸，跡がありますが， 

これも fe 端に水位の低いとこ 
ろから水をとる垠井法で.台 
1地が砂礫«で胡れ钻くて始め 
I からまつすぐに堀リすすめな 
I いために、まいまいつぶろ<蝸 
11-;>の紱のょぅにらせん形の 
_ r リ坂をまず*,り広げて，低 



い水脒に近づいて から ¢1¢に氓 c 
下げる坪戸のこ t です" $. い水桶 
を担いで•并户端まで毎日上9下 


•お風呂座さんの奥さん、 si 檐关 
智+さんが袷を描きはじめてから 
6年になる。いや、わずか6年で 
表紙の 「娘 •二十 歲 J は 第 - :回多 
命総合类術 K 人遒といぅから•そ 
のウデのたしか？が知れよう • 
モデルはお«さまですか。「ええ • 
太年•成人式をむかえさせて頂き 
ました。もう*すつかり手がかか 


リする苦労はどれ (1 ど人变だつた ' i ，秀^^.5 S 5ヰ 

砂^€流奪は-村人の心一|^|真如苑だより一 

の支えとして六 rLo 年に毪ケさ4 5 ぶ 


の支えとして六?1-0年に建ヶさ 
れました•この^の名は、こんこ 
んと^き出て音 S 
く流れる眾を想起 
させます。水を}& 
望した eK の W リ 
と邮いがこの名に 
こめられているよ 
ラに®じちれてな 
9ません* 
放钱奸汽地を潤 
した 1 F . /II 上水が tlfi 知 
通したの：！ T 流泉 
存 aic より四¥後、 

砂川分水が*} I かれ 
たのはさらにその 
三年後のことでし 


「ヶ•川•歴史のひとコマ j は今回 
をもつて終了します=立川の M 史 
を BT へれば網べるほどこの地が W 
きになりました"占き時代の川 
めあの人この人と仲 W しになれた 
気分です。 (K .K 》 



^ 今年は*如苑で、新しい年 
^をお迎えください•除夜の|& 
戴をついてみませんか。 

^ こ希望の方は大晦日‘午後 
111時半に A 如苑までおこしく 
#ださい。ご案内させて頂きま 
1す。人勢さまの場合は、制限 
|させて頂く場 A . 2があるかもし 
W れませんが、何丰，ご了承く 
本だ？いませ** 


新しい年には，新しい空気 M 
をお吸いください*今 C ： も * t 
さまのおこしをお待ちもぅし！！！ 
あげます • 

■日時 1 h 19 q ( r } 

午後2時^時 

W ■御本尊 • K 如宝物鲔をはじ 
_めとして映画など ti リだくさ 
|んの用念がしてございます。 
i ■立川市民 <成人> に限らせ 
以て®き- H - k . 

M _ お申し込みは r えくて びあ 

ん•コンバニ 

オン」(本誌を 
手波してくれ 


1 


た人)へ. 



らなくなったので•絵のほうにも 
力を入れられっにな2した」 • 
表紙の絵は「絮空の荚入 J ではな 
かったわけである。 

「国立の 田中峰 ^ 5 t 生にご指#い 
ただいているんです。先牛に 出 it 
えたのがなによりでした。それに 
今は水の底に沈んでしまいました 
が•小河内中学の時代に类術を n 
えてくだ？った広 *辛 fu t 生です 
4 r ! t 生はいつも、お前たちは人 
生を e かにするために®味をもち 
なさいと教えてくだ？いました J 。 

ご主入がまた#明しい UL * 羿をも 
つておられる*刻宇•篆釗をされ 
すでに「水華」の号をもっておら 
れる。 

ご夫妹そろって芸術家"お風呂 
屋さんの名は「立花港」•栄町 4 丁 
目にある* _ 

「工房から 

• 才トナになると•片日がたつの 
が早いの： TT なぜでしようか ■ n 
ドモの時に「もういくつねるとお 
しようかつ」と、指おり ft えて待 
ったあの 日々 か懐しい•この頃は 
ac 日のはうが先まわ9をし 
て、私たちを待ちぶせしている • 
オソロシィことです • # おなじみ 
にな〇ました「ベスト立川人•展 」 
なごやかなうちに m 嵌させていた 
ださました0こ協力くださつた方 
方、ほんとうに 有 It うございまし 
た •お - h li の r 立川 カレンダ！ 
3 6 5句 j もこの街の オリジナル、 
»んでいただけたのはなによリで 
した ••特に 蟢しかったのは•佥 
垛で知らない同志がうちとけて、 
斯しい知己をひろげてゆく姿でし 
た。立川の「なごみ J です#去年 
よくて今年もいいぞ 祝い*。 

< ■« )» 山先久石 It #* 大奸 n 子 加 WJ + 
轉山灞 子«川 iiB 中 S-T 十 沢 iEiL 
f 芩 萬 ) IKff KC tfvl 明含 S •治 
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「ベスト立川人 • M , 86 J に今 
年も索 «[ な人が集まつた。会 
場にあふれる暖かい空気に a 
走のあわただしさも、外の寒 
さも忘れ、しばし心の休息が。 

今年は二時の閉袈と同時に多 
くの方が来訪してくださつた。 

出場の立川人はそれぞれ地域 
で活»している方が多く •来訪 
者が出 4 i 者を is 接知つていたり 
と，より身近かな親近*からか 
会場内での钴越交換が盛んに行 
われて、なごやかな中にも活氕 
にあふれる空^が会場にみなぎ 
つた- 

また； こんな 人が立川に いた 
んですか」と昨年と同樣に新た 
な発兒をして玄ぶ米訪者も多か 
つた • 

出場の立川人の知り合い同志 
が会塲で初めて会つて共通の活 


▲ 

組から忡 a くなるはど•立川人を 
めぐりさまざまな出逢いのドラマ 
も生まれて友悄の KS もひろがった 
ょぅ だ* 

「えくてびあん JM 刊第二号で表 
紙を飾ってくださった結城公子さ 
んと生 fil さんによるパンフラワー 
と立川人展 M \ 場の撖 f 名人•五 
十嵐正市さんの取が飾られて会場 
が明るくなった•来訪者も a 皋な 
作品に感心していた** 

二： MR になる「ベスト立川人. 
展说 J も昨年同樣に多くの方々の 
協力を^き^況のぅちに m 展する 
ことが出束た•もはや立川市 K の 
催事となりつつある®がある。あ 
たたかな人と人とのつながリが多 
くの方の協力から牛まれた。市 E 
が市民の手で市民を賛ぇることが 
出米るのも全196 5 3 **の中で立 
川だけだ•それぞれが•所 B 命に 



生き•立川を受し•入を*す 
る* K が多いゆえに他の市で 
は出米ない rr 事が出米るので 
はないだろうか*にぎやかな 
なかでホットな一週問にしば 
し立川が明るくなつた" 
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料理もたのしめて、お酒にもふさわし 
い雰囲気をもつている店、ここ「オラン 
ダヤ，ハイネケンフック/ひと味ちがぅ 
sft 感があるのは、料理がユニ—クだか 
らか、サ—ビスがゆきとどいているから 
か、あるいは、インテリアが功を奏して 
いるのか”その名のとおり"オランダを 
モチ—フにしていて I »したポリシ—が 
お客を憩いに導いているよぅだ： 

矚町二丁目 ng 八〇四五 














